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日
本
新
聞
協
会
主
催
の
第
五
十
九
回
新
聞
大
会
が
十
七
日
で
岡
山
市
表
町
の
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
始
ま
り
、
「
新
聞

の
自
由
と
独
立
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
」
と
す
る
大
会
決
議
を

採
択
し
た
。
十
八
日
ま
で
。

岡
山
市
で
始
ま
っ
た
第
5
9
回
新
聞
大
会
。
式
典
に
は
全
国
か
ら
約
５
３
０
人
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

が
参
加
し
た
目
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

－一一

　
全
国
の
新
聞
、
通
信
な
ど

百
三
十
九
社
の
代
表
ら
約
五

百
二
十
人
が
参
加
。
あ
い
さ

つ
で
新
聞
協
会
の
北
村
正
任

会
長
（
毎
日
新
聞
社
社
長
）

は
憲
法
、
地
方
分
権
、
北
朝

鮮
に
よ
る
核
実
験
な
ど
国
内

外
の
課
題
に
触
れ
「
事
実
を

伝
え
、
読
者
と
と
も
に
徹
底

し
て
議
論
し
、
解
決
の
道
を

一
緒
に
探
し
求
め
る
ジ
ヤ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
力
が
一
層
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
訴
え

た
。

　
編
集
部
門
で
「
昭
和
天
皇
、
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‘
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し

Ａ
級
戦
犯
靖
国
合
祀
に
不
快

議
感
」
を
記
し
た
元
宮
内
庁
長

官
の
日
記
・
手
帳
を
ス
ク
ー

プ
し
た
日
本
経
済
新
聞
社
。

　
「
検
証
　
水
俣
病
五
十
言

を
長
期
連
載
し
た
西
日
本
新

聞
社
な
ど
四
社
、
技
術
部
門

で
Ｉ
社
に
新
聞
協
金
賞
を
贈

っ
た
。

　
地
元
を
代
表
し
て
山
陽
新

聞
社
の
佐
々
木
勝
美
社
長

　
言
本
新
聞
協
会
副
会
長
）

が
あ
い
さ
つ
。
国
も
地
方
も

新
聞
界
も
大
き
な
転
換
期
に

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
上

で
「
数
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
中

で
も
新
聞
こ
そ
は
、
未
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
し
っ
か
り
見

据
え
、
地
域
の
思
い
を
十
分

に
忖
度
し
な
が
ら
、
公
正
な

言
論
を
展
開
し
て
い
か
な
け

-- ＝ ･ ● I

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
大
会
を

潮
目
に
、
新
聞
が
力
強
く
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
、
切
に
願
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
式
典
に
続
い
て
、
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
宋
部
・
岡
山
市
）
の
苛
波

茂
代
表
が
記
念
講
演
。
昼
食

会
で
は
同
市
出
身
の
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
有
森
裕
子
氏
が

ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
研
究
座
談
会

が
あ
り
、
旱
稲
田
大
の
藤
田

博
司
斎
宍
教
授
が
基
調
講
演

し
た
後
、
山
陽
新
聞
社
の
越

宗
参
詣
専
務
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
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Ｉ
タ
ー
に
河
北
新
報
社
、
福

井
新
聞
社
の
社
長
ら
四
人
が

　
「
新
聞
の
公
共
性
・
文
化
性

を
考
え
る
Ｉ
新
聞
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
生
き
延
び

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
合
う
。
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